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１
月
13
日（
土
）、

城
西
国
際
大
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
韓
国

映
画
上
映
会
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
国
境
を
越
え
た

文
学
、
ア
ジ
ア
を

結
ぶ
映
画
│
梶
山

学校法人城西大学創立40周年記念
東京紀尾井町キャンパス開設記念
秋期シンポジウム・講演会特集号

講演会 
シンポジウム 

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

水田理事長挨拶

梶山内海両氏の対談黄氏の研究発表パネル・ディスカッション

季
之
、
申
相
玉
、
林
權
澤
を
め
ぐ
っ
て
│
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
韓
国
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
記
念
し
た
も
の
で
、
出
生

地
で
あ
る
旧
朝
鮮
を
小
説
化
し
た
梶
山
季
之
の
『
李

朝
残
影
』『
族
譜
』
と
、
そ
れ
を
映
画
化
し
た
韓
国

の
二
人
の
巨
匠
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

上
映
し
た
『
李
朝
残
影
』（
１
９
６
７
）
が
日
本

で
は
め
っ
た
に
観
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
専
門
家
の

み
な
ら
ず
大
勢
の
一
般
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。
シ

城
西
国
際
大
学
　
韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
境
を
越
え
た
文
学
、
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
映
画

│
梶
山
季
之
、
申
相
玉
、
林
權
澤
を
め
ぐ
っ
て
│

日
時：

２
０
０
７
年
１
月
13
日
（
土
）

上
映
会：

『
李
朝
残
影
』（
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

第
１
部
　
研
究
発
表
と
対
談
　
国
境
を
越
え
た
文
学
（
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
）

講
師：

黄
鎬
徳
（
城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
講
師
）

「
敵
対
的
共
通
感
覚
、
民
族
誌
の
通
国
家
的
共
同
想
像

│
梶
山
季
之
と
林
權
澤
の
『
族
譜
』
に
つ
い
て
│
」

講
師：

梶
山
美
那
江
（
梶
山
季
之
夫
人
）

内
海
孝
（
東
京
外
国
語
大
学
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

第
２
部
　
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
映
画
」（

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

パ
ネ
リ
ス
ト：

篠
田
正
浩
（
城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
、
映
画
監
督
）

門
間
貴
志
（
明
治
学
院
大
学
助
教
授
）

内
海
　
孝（
東
京
外
国
語
大
学
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

黄
　
鎬
徳
（
城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
講
師
）

司
会：
姜
　
竣
（
城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
助
教
授
）

場
所：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
１
Ｆ
ホ
ー
ル

主
催：

城
西
国
際
大
学
韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

協
力：

城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
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９
月
22
日
（
金
）、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
現
代
政
策
学
部
開
学
部
記
念
学
術
講
演
会

「
シ
リ
ー
ズ
・
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
新
潮

流
（
全
３
回
）」
の
第
２
回
と
し
て
、「
今
年
の
国
際

経
済
・
金
融
の
課
題
―
金
利
と
石
油
価
格
の
上
昇

―
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
者
は
元
大
蔵
省
財
務
官
で
財
団
法
人
国
際
金

融
セ
ン
タ
ー
理
事
の
大
場
智
満
氏
で
す
。大
場
氏
は
、

大
蔵
省
（
現：

財
務
省
）
入
省
以
来
、
主
に
国
際
金

融
分
野
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
１
９
８
５
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
で
は
日
本
側
の
実
質
的
な
責
任
者
で
あ
る
財

務
官
と
し
て
、
合
意
の
形
成
に
向
け
て
奔
走
さ
れ
ま

し
た
。
86
年
に
退
官
後
は
、
財
団
法
人
国
際
金
融
セ

ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、「
二
つ
の
空
洞
化
を

超
え
て
―
円
高

克
服
の
処
方
箋

を
探
る
」
な
ど

の
多
数
の
書
籍

を
執
筆
さ
れ
た

ほ
か
、
国
際
金

融
に
関
す
る
主

張
を
国
内
外
に

広
く
発
信
さ
れ

続
け
、
常
に
こ
の
分
野
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
場
氏
は
国
際
派
ジ
ョ
ー
ク
の

大
家
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
、
２
０
０
３
年
に
は

「
世
界
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ョ
ー
ク
集
」
を
出
版
さ
れ
ま
し

た
。講

演
で
大
場
氏
は
、
今
年
の
国
際
経
済
を
〝
チ
ャ

オ
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｏ
）〞
の
４
つ
の
ロ
ー
マ
字
で
表
現
さ

れ
ま
し
た
。
Ｃ
はC

h
in
a

、
Ｉ
はIn

terest
R
ate

、

Ａ
はA

m
erica

、
Ｏ
はO

il

で
あ
り
ま
す
。
中
で
も

金
利
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
多
く
割
か
れ
詳

細
な
分
析
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
場
氏
に
よ
れ
ば
、
最
近
に
な
っ
て
米
国
は
利
上

げ
を
中
止
し
た
が
、
今
後
利
上
げ
が
あ
る
か
ど
う
か

は
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
７
年
に

か
け
て
米
国
経
済
の
成
長
率
は
鈍
化
す
る
が
、
３
％

程
度
の
成
長
は
維
持
す
る
。
イ
ン
フ
レ
の
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
た
め
、
米
国
は
利
上
げ
に
動
く
可
能
性
が

あ
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
世
界
の
金
利
も
上
が
る
。

原
油
価
格
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
余
剰
生
産
能
力

が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

な
ど
懸
念
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
経
験
に
学
び
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構
築
に
努

力
す
る
の
も
日
本
の
課
題
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

時
々
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の
楽
し
く
か
つ

説
得
力
の
あ
る
講
演
に
、
参
加
者
は
時
間
の
た
つ
の

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

現
代
政
策
学
部
開
学
部
記
念
学
術
講
演
会

今
年
の
国
際
経
済
・
金
融
の
課
題

―
金
利
と
石
油
価
格
の
上
昇
―

日
時：

２
０
０
６
年
９
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
１
Ｆ
ホ
ー
ル

講
師：

大
場
智
満

（
元
大
蔵
省
財
務
官
、
財
団
法
人
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
理
事
）

主
催：

城
西
大
学
現
代
政
策
学
部

講演会 
シンポジウム 

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
梶
山
季
之
夫
人
の
美
那
江
氏
の

対
談
が
行
わ
れ
、
梶
山
の
フ
ァ
ン
と
研
究
者
に
貴
重

な
示
唆
を
与
え
ま
し
た
。
人
文
学
部
教
員
の
黄
鎬
徳

氏
は
、『
族
譜
』
の
小
説
と
映
画
を
取
り
上
げ
、
植

民
地
問
題
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
篠
田
正
浩
監
督

（
メ
デ
ィ
ア
学
部
客
員
教
授
）、
黒
田
勝
弘
氏
（
産
経

新
聞
ソ
ウ
ル
支
局
長
）、
門
間
貴
志
氏
（
明
治
学
院

大
学
）、
内
海
孝
氏
（
東
京
外
国
語
大
学
）
が
出
演

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
申
相
玉
監
督
を
中
心
に
映
画

と
国
家
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
の
学
生
た
ち
が
、

自
ら
制
作
し
て
い
る
韓
国
映
画
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

学生による発表 パネル・ディスカッション

大場智満氏

参
加
者
か
ら
は
さ
っ
そ
く
第
二
弾
を
期
待
す
る
声

が
聞
か
れ
る
ほ
ど
反
響
も
大
き
く
、
韓
国
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
活
動
に
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

し
た
。
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12
月
12
日
（
火
）
に
、
中
華
人
民
共
和
国

大
連

市
の
国
立
大
連
理
工
大
学
よ
り
、
林
安
西

校
務
委

員
会
主
任
（
理
事
長
・
総
長
に
相
当
）
と
杜
鳳
剛

外
国
語
学
院
院
長
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に

来
訪
し
、
城
西
国
際
大
学
、
城
西
大
学
と
学
術
交
流

や
学
生
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
、

今
後
、
両
大
学
で
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
連
理
工
大
学
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
重
点
大

学
の
一
つ
で
、
理
工
系
だ
け
で
な
く
、
人
文
社
会
科

学
も
も
つ
名
門
総
合
大
学
で
す
。

大
連
高
級
経
理
学
院
を
敷
地
内
に
設
立
し
、
今
後

の
大
型
中
国
企
業
運
営
に
あ
た
る
管
理
者
養
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
本
学
・
城
西
大
学
と
連
携
し
、
経

営
に
つ
い
て
の
科
学
的
研
究
を
共
同
で
お
こ
な
っ
て

い
く
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
研
究
と
と
も
に
、
学
部
学

生
間
で
の
様
々
な
領
域
（
健
康
、
食
品
、
金
融
、
交

通
、
物
流
、
観
光
等
）
で
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

共
同
実
施
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

北
京
電
影
学
院
と
中
央
戯
劇
学
院
の
先
生
方
が
東

京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
、
水
田
宗
子
理
事
長
・

学
長
、

水
田
理
事
、
宇
野
副
学
長
、
石
田
副
学
長
、

中
島
副
学
長
、
袁
メ
デ
ィ
ア
学
部
長
、
平
野
メ
デ
ィ

ア
副
学
部
長
と
の
間
で
両
学
院
と
メ
デ
ィ
ア
学
部
と

の
今
後
の
協
力
・
協
創
の
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
京
電
影
学
院
は
、
１
９
５
０
年
に
創
立
さ
れ
た

中
国
唯
一
の
映
画
を
専
門
と
す
る
大
学
で
す
。

卒

業
生
に
は
、
張
芸
謀
（
チ
ャ
ン
・
イ
モ
ウ
）、
陳
凱

歌
（
チ
ェ
ン
・
カ
イ
コ
ー
）
、
田
壮
壮
（
テ
ィ
エ

ン
・
チ
ュ
ア
ン
チ
ュ
ア
ン
）
な
ど
の
海
外
で
も
良
く

知
ら
れ
た
有

名
監
督
や
中

国
映
画
界
で

活
躍
す
る
多

く
の
人
材
を

輩
出
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
中

央
戯
劇
学
院

も
１
９
５
０

年
創
立
の
演

劇
大
学
と
し

て
数
多
く
の

名
優
や
演
劇

人
を
生
み
出

し
て
い
ま

す
。
特
に
鞏
俐

（
コ
ン
・
リ
ー
）
、

章
子
怡
（
チ
ャ

ン
・
ツ
ー
イ
ー
）

は
日
本
で
も
有
名

で
す
。

今
回
、
電
影
学

院
か
ら
は
、
撮
影

学
部
長

穆

徳
遠

（
ム
・
ド
ゥ
ユ
ア

ン
）
教
授
、
録
音

学
部
長

黄

英
侠

（
ホ
ア
ン
・
イ
ン

シ
ア
）
教
授
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
実
験
室
長

劉

旭

光
（
リ
ュ
ウ
・
シ
ュ
ィ
グ
ア
ン
）
助
教
授
ほ
か
２
名

の
先
生
と
中
央
戯
劇
学
院
か
ら
は
、
映
画
・
テ
レ
ビ

学
部
か
ら
路

海
波
（
ル
・
ハ
イ
ボ
ー
）
学
部
長
と

２
名
の
先
生
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ

ア
学
部
で
は
、
教
員
・
学

生
の
交
流
、
交
換
授
業
の

実
施
、
映
像
や
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
作
品
の
共
同
制

作
、
中
国
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
短
期
留
学
の

実
現
な
ど
を
め
ざ
し
て
交

流
を
深
め
て
い
く
予
定
で

す
。

中
国
の
北
京
電
影
学
院
と
中
央
戯
劇
学
院
の
先
生
方
が
来
学

日
時：

２
０
０
６
年
９
月
27
日
（
水
）

場
所：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

学
校
法
人
城
西
大
学
が
中
国
・
大
連
理
工
大
学
と

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

日
時：

２
０
０
６
年
12
月
12
日
（
火
）

場
所：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

国
際
交
流
活
動
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１
月
22
日
（
月
）
よ
り
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学

経
営
学
部
長H

id
asi
Ju
d
it

教
授
が
、
城
西
国
際
大

学
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
と
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問

さ
れ
た
の
ち
、
１
月
24
日
に
学
術
交
流
協
定
の
調
印

式
の
た
め
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

H
id
asi

教
授
と
水
田
理
事
長
は
、
午
後
３
時
か
ら

行
わ
れ
た
調
印
式
に
臨
み
、
両
大
学
の
学
生
の
相
互

派
遣
や
受
け
入
れ
な
ど
を
行
う
学
術
交
流
協
定
書
に

サ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。

水
田
理
事
長
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
両
大Hidasi Judit先生と水田理事長

W. Wilson Woods先生と水田理事長

学
校
法
人
城
西
大
学
と
ア
メ
リ
カ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
ミ
シ
ガ
ン
大
学

学
術
交
流
協
定
締
結

日
時：

２
０
０
７
年
３
月
12
日
（
月
）

場
所：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

学
の
役
職
教
員
ら
は
、
国
際
経
験
が
豊
富
で
あ
り
、

ま
た
日
本
で
の
滞
在
経
験
も
長
いH

id
asi

教
授
と
、

早
速
、
今
後
の
具
体
的
な
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
い
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
26
日
（
金
）
に
は
城
西
大
学
の
坂
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
学
し
、
同
大
現
代
政
策
学
部
の
開
学
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文
化
や
経
済

な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
専
攻
が
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
有
名

な
大
学
で
す
。

今
後
は
、
同
大
学
と
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際

大
学
の
間
で
、
J
E
A
P
を
中
心
と
し
た
学
生
派
遣

な
ど
の
交
流
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
12
日
（
月
）
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
カ
ラ
マ
ズ
ー
市
に
あ

る
州
立
ウ
ェ
ス
タ
ン
ミ
シ
ガ
ン
大
学
か
らW

.

W
ilson

W
ood
s

国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
、S

tev
en

C
ov
ell

ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
、
曽
我

道
敏
名

誉
教
授
、Jin

A
b
e

国
際
セ
ン
タ
ー
日
本
連
絡
事
務

局
員
が
来
学
し
、
同
大
学
と
学
校
法
人
城
西
大
学
の

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ス
タ
ン
ミ
シ
ガ
ン
大
学
は
７
つ
の
学
部
と
２

５
２
以
上
の
専
攻
を
有
し
、
そ
の
中
で
も
会
計
学
や

学
校
法
人
城
西
大
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学

学
術
交
流
協
定
締
結

日
時：

２
０
０
７
年
１
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

場
所：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、

安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 
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２
０
０
７
年
３
月
17
日
（
土
）
城
西
国
際
大
学
学

位
授
与
式
・
名
誉
博
士
号
授
与
式
に
お
い
て
、
小
説

家
で
本
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
客
員
教
授
の
小
松
左
京

氏
、
大
韓
民
国

東
西
大
学
校
総
長
の
朴
東
順
氏
、

中
華
民
国

真
理
大
学
学
長
の
葉
能
哲
氏
に
、
学
術

文
化
の
発
展
並
び
に
国
際
教
育
の
推
進
に
多
大
な
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
水
田
理
事
長
か
ら
名

誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
ガ
ウ
ン
を
着
用
し
て
の
学
位
授
与
式

と
な
り
、
城
西
国
際
大
学
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
の

博
士
号
取
得
者
と
な
り
ま
し
た
２
名
と
と
も
に
名
誉

博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
先
生
方
も
、
水
田
理
事
長
を

は
じ
め
城
西
国
際
大
学
の
壇
上
の
教
員
も
ド
ク
タ
ー

ガ
ウ
ン
を
着
用
し
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。
厳
粛
な
中

に
も
お
祝
い
の
華
や
ぎ
と
喜
び
に
満
ち
た
授
与
式
と

な
り
ま
し
た
。

３
回
目
を
迎
え
た
城
西
大
学
経
営
学
部
・
大
学
院

経
営
学
研
究
科
の
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
質
・
内
容
と
も
に
魅
力
的
で
素
晴
ら
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
進
化
し
て
お
り
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
充
実
し
た
講
義
や
見
学
先
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
で
講
義

を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
支
庁
、
州

高
等
裁
判
所
、
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
カ
ピ
ス
・
ト
ラ
ー

ﾉ
伝
道
所
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
博
物
館
の
見
学
、
ボ

ー
イ
ン
グ
社
な
ど
へ
の
企
業
訪
問
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
や

シ
ア
ト
ル
で
の
研
修
と
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
考
え
て
い
る
学
生
、

就
職
を
前
に
世
界
の
企
業
を
み
て
お
こ
う
と
い
う
学

生
、
あ
る
い
は
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
て
い

る
学
生
に
は
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

２
月
15
日
（
木
）、
城
西
大
学
の
教
職
員
食
堂
に

て
東
西
大
学
交
換
留
学
生
た
ち
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

06
年
度
は
、
呉

周
珍
さ
ん
、
金

初
喜
さ
ん
、

貞
さ
ん
の
３
人
の
交
換
留
学
生
が
派
遣
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
３
人
と
も
東
西
大
学
で
の
専
攻
分
野
が
日

本
語
で
は
な
か
っ
た
為
、
来
日
当
初
は
言
葉
の
壁
に

ぶ
つ
か
り
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

３
人
で
協
力
し
て
、
日
本
語
の
勉
強
、
大
学
の
授

業
、
日
本
で
の
生
活
と
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
日

本
語
で
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
生
活
以
外
に
も
近
く
の
お
祭

り
に
行
っ
て
み
た
り
、
日
本
人
学
生
と
出
か
け
て
み

た
り
、
充
実
し
た
留
学
生
活
で
し
た
。

城
西
国
際
大
学
名
誉
博
士
号
授
与
式

日
時：

２
０
０
７
年
３
月
17
日
（
土
）

場
所：

城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

TOPIC

城
西
大
学

経
営
学
部
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科
の

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
０
０
６
年
９
月
１
日
（
金
）
〜
17
日
（
日
）

東
西
大
学
交
換
留
学
生

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
０
７
年
２
月
15
日
（
木
）

城
西
大
学
教
職
員
食
堂

主
催：

城
西
大
学
経
済
学
部

TOPIC

東西大学校の朴東順総長

真理大学の葉能哲学長
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英
国
の
大
学

に
は
、
１
３
０

の
観
光
学
部
な

ら
び
に
観
光
コ

ー
ス
が
あ
り
、

そ
の
中
で
も
教

育
内
容
が
４
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
お
り
、
本
学

と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
た

英
国
の
バ
ー

ス
・
ス
パ
大
学

で
９
日
間
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ー
ス
・
ス
パ
大
学
の
観
光
コ
ー
ス
で
午
前
中
に

講
義
を
受
け
、
午
後
は
観
光
地
の
研
修
で
さ
ま
ざ
ま

な
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
参
加
学
生
に
よ
る
英
語
で
の
研
修

発
表
で
た
い
へ
ん
大
き
な
研
修
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
効
果
を
自

覚
し
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
、
現
地
の
新
聞
（B

ath
C
h
ron
icle

new
spaper

）
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
語
教
授
）
を
、
９
月
６
日
（
水
）

よ
り
12
日
（
火
）
の
期
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
日
本

語
学
校
を
は
じ
め
ソ
ウ
ル
市
内
の
高
校
生
た
ち
に
日

本
文
化
を
紹
介
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
が
ソ
ウ
ル
で
開
催
し
た
「
第
４
回
高
校

生
対
象
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
会
場
で

は
、
日
本
語
で
ゲ
ー
ム
や
大
学
紹
介
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
お
こ
な
う
な
ど
、
実
践
的
で
充
実
し

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
１
年
間

の
予
定
で
留
学
中
の

中
国
伝
媒
大
学
３
年

生
と
メ
デ
ィ
ア
学
部

学
生
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
『D

IS
-

C
O
V
E
R

日
本
』
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
テ
ー

マ
は「
ギ
ャ
ル
文
化
、

オ
タ
ク
文
化
」
を
取
上
げ
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
後
岡
先

生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
江
口
先
生
の
ビ
デ
オ
撮
影
・
取

材
指
導
を
受
け
て
、
11
月
11
日
（
土
）
に
ギ
ャ
ル
の

メ
ッ
カ
渋
谷
と
オ
タ
ク
で
有
名
な
秋
葉
原
で
取
材
を

行
い
ま
し
た
。

伝
媒
大
学
か
ら
は
、
張
先
生
と
王
先
生
、
学
生
19

名
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
か
ら
は
、
後
岡
先
生
と
島
野
先

生
、
学
生
５
名
が
参
加
、
留
学
生
諸
君
は
猛
勉
強
中

の
日
本
語
と
堪
能
な
英
語
を
駆
使
し
て
取
材
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
日
本
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
「
ギ

ャ
ル
」
と
「
オ
タ

ク
」
に
強
い
興
味

と
関
心
を
持
っ
た

よ
う
で
し
た
。
取

材
し
た
映
像
は
編

集
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に

ア
ッ
プ
す
る
予
定

で
す
。
今
後
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
様
々
な
「
ニ

ッ
ポ
ン
」
を
取
上
げ
て
現
代
日
本
社
会
を
対
称
と
し

て
取
材
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

中
国
伝
媒
大
学：

１
９
５
４
年
設
立
の
北
京
に
あ
る
国
立
大
学
で
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
広
告
、
出
版
、
新
聞
な
ど

で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
と
科
学
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
映
像
芸
術
学

部
、理
工
学
部
の
３
学
部
14
学
院
38
学
科
を
持
つ
学
生
数
２
０
、

０
０
０
人
の
有
名
総
合
大
学
で
す
。
卒
業
生
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
・
映
画
等
の
中
国
メ
デ
ィ
ア
界
で
多
数
活
躍
し
て
お
り
、

有
名
な
記
者
、
編
集
者
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
司
会
者
、
監
督
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
映
像
・
放
送
関
係
の
高
い
技
術
を
誇
る
専

門
家
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
中
国
国
営
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
で

活
躍
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
キ
ャ
ス
タ
ー
の
８
割
ま
で
が
同
大

学
卒
業
生
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
伝
媒
大
学
留
学
生
と
日
本
人
学

生
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『D
ISC
O
V
E
R

日
本
』
ス
タ
ー
ト

主
催：

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

韓
国
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

研
修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

２
０
０
７
年
２
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

主
催：

城
西
国
際
大
学

韓
国
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
０
６
年
９
月
６
日
（
水
）
〜
12
日
（
火
）

主
催：

城
西
国
際
大
学
人
文
学
部

英
国
バ
ー
ス
・
ス
パ
大
学
で

研
修
実
施

２
０
０
６
年
７
月
４
日
（
火
）
〜
12
日
（
金
）

主
催：
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部

TOPIC

TOPIC

TOPIC

TOPIC
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い
で
質
問
を
考
え
る
こ
と
を
日
常
生
活
の
な
か
で
行

っ
て
み
る
こ
と
、
と
い
っ
た
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
偶
然
性
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
に
出
席
し
た
女
子
学
生
は
、
多
様
化
す
る

21
世
紀
社
会
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関

す
る
話
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演
後

は
起
業
家
と
し
て
の
心
構
え
、
企
業
が
求
め
る
人
材

像
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
今
後
も
女
子
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
て
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
情
報
提
供
、

能
力
向
上
な
ど
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時：

２
０
０
６
年
12
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所：

城
西
大
学
経
営
学
部
棟
１
Ｆ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

主
催：

経
営
学
部
女
子
学
生
連
合
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｗ
）

後
援：

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
「
多
様
化
社
会
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
21
」

２
０
０
６
年
12
月
９
日
（
土
）、
経
営
学
部
女
子

学
生
連
合
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｗ
）
主
催
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ

「
多
様
化
社
会
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
21
」
後
援
で
、
第
１
回
「
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
目
的
は
、
各
界
で
活
躍
す
る
若
手
の
女
性

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
、
城
西
大
学
の
女
子
学

生
に
社
会
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
就
職
活
動
に
向
け

て
の
心
構
え
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。第

１
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
、
小
野
田
若
菜
さ
ん
（
通

訳
・
翻
訳
家
）、
青
木
ま
ゆ
み
さ
ん
（
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
）、
福
森
和
歌
子
さ
ん
（
株
式
会
社
電
通
）
の

３
名
の
方
々
で
す
。
司
会
進
行
は
経
営
学
部
３
年
生

の
佐
藤
由
菜
さ
ん
と
２
年
生
の
新
井
千
恵
美
さ
ん
が

担
当
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
な
か
で
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
は
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
前
半
は
、
３
人
の
ゲ
ス
ト
の
方

に
自
己
紹
介
に
く
わ
え
仕
事
内
容
の
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
野
田
さ
ん
は
、
女
性
が
あ
こ
が

れ
る
職
業
の
つ
ね
に
上
位
に
あ
る
通
訳
・
翻
訳
家
と

し
て
ご
活
躍
中
で
す
が
、
仕
事
上
で
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

や
、
通
訳
・
翻
訳
家
な
ら
で
は
の
楽
し
い
こ
と
・
辛

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
倉

重
さ
ん
は
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
大
変
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
職
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
ろ
う
と
お
も
っ
た
き
っ
か
け
や

そ
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プログラム 
支援 

女
子
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

日
時：

２
０
０
６
年
12
月
１
日
（
金
）

午
後
３
時
15
分
〜
午
後
４
時
45
分

場
所：

城
西
大
学
経
営
学
部
棟
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

主
催：

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
「
多
様
化
社
会
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
21
」

２
０
０
６
年
12
月
１
日
（
金
）
の
午
後
３
時
15
分

よ
り
、
経
営
学
部
棟
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

に
て
、
講
師
に
株
式
会
社
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
代
表
取
締
役
・
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の

清
宮
普
美
代
氏
を
お
迎
え
し
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
な
か
で
上
記
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講

演
は
、「
自
分
ら
し
い
人
生
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
送

る
た
め
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
キ
ャ
リ
ア
開
発

ポ
イ
ン
ト
」の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
必
ず
し
も
自
己
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
む
し

ろ
「
計
画
さ
れ
た
偶
然
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
形
成

（P
lanned

H
appenstance

T
heory

）」
に
よ
る
も

の
が
大
き
く
、
計
画
す
る
こ
と
よ
り
も
、
偶
然
に
起

き
る
出
来
事
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
対
応
し
そ
の
こ

と
に
よ
り
自
分
を
成
長
さ
せ
な
が
ら
、
結
果
的
に
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
偶
然
性
を
生
か
す
力
と
し
て
、
自
分
マ

ー
ケ
テ
ィ
グ
戦
略
、
自
分
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
そ

し
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
戦
略
の
３
つ
の
ス
キ
ル
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
環
境
分
析
を
行
い
目
標
と
す
る
分
野

を
絞
込
み
自
分
が
求
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
明
確

に
す
る
こ
と
、
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
思
考
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援

プログラム 
支援 

水
田
三
喜
男
奨
学
生
、
観
光
人
材
育
成
奨
学
生
を

中
心
と
し
た
学
生
16
人
が
、
韓
国
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
無
事

修
了
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

姉
妹
校
で
あ
る
東
西
大
学
校
の
あ
る
釜
山
で
は
、

韓
国
語
・
観
光
概
論
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
学
び
、
様
々
な
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。
ソ

ウ
ル
で
は
、
ホ
テ
ル
、
免
税
店
、
お
み
や
げ
物
店
、

観
光
食
堂
等
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
察

と
ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
貴
重
な

体
験
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
大
き
く
役

立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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アクセス インフォメーション 
●地下鉄有楽町線　麹町駅 1番出口より徒歩3分 
●地下鉄南北線　永田町駅 9番出口より徒歩5分 
●地下鉄丸の内線・銀座線　赤坂見附駅 弁慶口より徒歩8分 
●JR中央線・総武線　四谷駅より徒歩10分 
 

JR中央線・ 
総武線 

迎賓館 

新宿通り 

外
堀
通
り 

内
堀
通
り 

文藝春秋社 

青
山
通
り
 

ルポール麹町ルポール麹町  
（麹町会館）（麹町会館）  

都道府県
会館

都道府県
会館  

赤坂赤坂ププリリンンスス  
ホホテテルル  
  

ルポール麹町 
（麹町会館） 

国立国会図書館 
都道府県

会館 

国会議事堂 

国立劇場 

最高裁判所 

皇　居 

ホテル 
ニューオータニ 

赤坂プリンス 
ホテル 
 

四
谷
駅 

永田町駅
 

四
谷
駅 

麹
町
駅 

赤
坂
見
附
駅 

半
蔵
門
駅 

東京紀尾井町キャンパス 

地下鉄有楽町線 
地下鉄半蔵門線 

地下鉄銀座線 
地下鉄丸ノ内線 

地下鉄南北線 
JR線 

●周辺図
そ
し
て
、
福
森
さ
ん
は
、
株
式
会
社
電
通
に
勤
務
さ

れ
て
お
り
広
告
業
界
で
10
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
も

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
広
告
業
界
に
入
っ
た

理
由
や
就
職
活
動
の
こ
と
、
さ
ら
に
入
社
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
半
は
、
司
会
の
佐
藤
さ
ん
の

進
行
で
、
お
も
に
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、「
他
己
分
析

の
重
要
さ
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
大

切
さ
」、「
可
能
性
を
み
ず
か
ら
絶
た
な
い
こ
と
」
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

今
回
は
第
１
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
何
か
ら
何

ま
で
手
探
り
状
態
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ゲ

ス
ト
の
方
々
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
助
け
ら
れ
、
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
多

く
の
学
生
に
日
本
の
素
敵
な
女
性
た
ち
の
お
話
を
聞

け
る
チ
ャ
ン
ス
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
の
で
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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